
水
環
境
な
ど
生
物
多
様
性
保
全
へ

特
性
を
活
か
し
た
新
産
業
創
出

水
道
水
質
基
準
の
見
直
し
に
着
手

厚
労
省

検
討
会
農
薬
類
の
新
評
価
値
な
ど
設
定

管
工
事
な
ど
全
種
目
へ
拡
大

技
術

検
定
２
級
学
科
試
験
の
年
２
回
化

環
境
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
は
十
月
三
十
一
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
経
済
産
業
省
別
館
会
議
室
で
第

一
回
「
生
物
多
様
性
地
域
連
携
保
全
活
動
の
促
進
に
関
す
る
検
討
会
」
（
座
長
・
下
村
彰
男
東
京
大
学
大
学
院
農

学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
）
を
開
催
し
た
。
市
町
村
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
、
住
民
、
研
究
機
関
な
ど
の
連

携
を
強
化
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
水
環
境
保
全
活
動
な
ど
の
活
性
化
を
通
じ
て
新
た
な
産
業
の
創
出
や
魅

力
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
来
年
二
月
を
め
ど
に
報
告
書
を
ま
と
め
る
考
え
だ
。

生
物
多
様
性
と
は
一
九
九

三
年
に
締
結
さ
れ
た
生
物
多

様
性
条
約
で
「
す
べ
て
の
生

物
（
陸
上
生
態
系
、
海
洋
そ

の
他
の
水
界
生
態
系
、
こ
れ

ら
が
複
合
し
た
生
態
系
そ
の

他
生
息
ま
た
は
生
育
の
場
の

如
何
を
問
わ
な
い
）
の
多
様

性
お
よ
び
生
態
系
の
多
様
性

を
含
む
」
と
定
義
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
日
本
で
は
二

○
○
八
年
に
生
物
多
様
性
基

本
法
が
制
定
さ
れ
、
二
○
一

○
年
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で

生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
）
を

開
催
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
で
は
戦
略

計
画
二
○
一
一

二
○
二
○

（
愛
知
目
標
）
を
は
じ
め
民

間
参
画
の
推
進
や
自
治
体
の

取
り
組
み
強
化
な
ど
が
合
意

さ
れ
た
。

地
域
に
お
け
る
生
物
多
様

性
を
保
全
す
る
生
物
多
様
性

地
域
連
携
促
進
法
は
翌
年
の

十
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
施

行
後
五
年
を
経
過
し
、
関
係

三
省
は
同
法
の
さ
ら
な
る
活

用
へ
学
識
者
や
自
治
体
、
経

団
連
な
ど
の
団
体
関
係
者
に

よ
る
検
討
会
を
新
設
し
た
。

初
会
合
で
は
長
田
啓
環
境

省
自
然
環
境
計
画
課
生
物
多

様
性
主
流
化
室
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
生
物
多
様
性
の

理
念
が
よ
り
一
層
普
及
す
る

よ
う
成
果
を
と
り
ま
と
め
、

中
央
環
境
審
議
会
自
然
環
境

部
会
に
報
告
す
る
。
期
間
も

回
数
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で

初
回
か
ら
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル

の
議
論
を
期
待
す
る
。
地
域

に
お
け
る
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
積
極
的
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
生
物
多
様
性
地
域

連
携
促
進
法
の
施
行
状
況
に

つ
い
て
説
明
し
、
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
地
域
連
携

保
全
活
動
計
画
作
成
の
手
引

き
や
同
法
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

よ
る
情
報
提
供
、
セ
ミ
ナ
ー

・
自
治
体
意
見
交
換
会
の
開

催
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

な
ど
を
紹
介
。
ま
た
神
奈
川

県
秦
野
市
と
兵
庫
県
神
戸
市

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
自

治
体
の
取
り
組
み
状
況
を
確

認
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
十
月
三
十

一
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同

省
共
用
会
議
室
で
平
成
二
十

九
年
度
第
一
回
「
水
質
基
準

逐
次
改
正
検
討
会
」
（
座
長

・
松
井
佳
彦
北
海
道
大
学
大

学
院
工
学
研
究
院
環
境
創
生

工
学
部
門
教
授
）
を
開
き
、

水
道
水
質
基
準
の
見
直
し
方

針
を
ま
と
め
た
。
食
品
健
康

影
響
評
価
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
農
薬
類
の
う
ち
対
象
農

薬
リ
ス
ト
掲
載
農
薬
類
の
新

評
価
値
な
ど
を
定
め
、
来
年

四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

水
道
水
質
基
準
に
つ
い
て

は
平
成
十
五
年
の
厚
生
科
学

審
議
会
答
申
で
最
新
の
科
学

的
知
見
に
基
づ
く
見
直
し
を

常
に
行
う
よ
う
提
言
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
省
は

専
門
家
に
よ
る
検
討
会
を
設

け
、
同
基
準
の
逐
次
改
正
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

当
日
は
東
利
博
同
省
水
道

課
水
道
水
質
管
理
官
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
限
ら
れ

た
時
間
で
の
審
議
と
な
る
が

委
員
の
皆
さ
ま
の
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
賜
り
た
い
」
と

活
発
な
議
論
を
促
し
た
。

水
質
検
査
結
果
に
基
づ
く

水
質
基
準
項
目
と
水
質
管
理

目
標
設
定
項
目
の
分
類
見
直

し
に
つ
い
て
は
水
質
基
準
・

水
質
管
理
目
標
設
定
項
目
間

（
陰
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤
、

ニ
ッ
ケ
ル
と
そ
の
化
合
物
）

で
の
分
類
変
更
は
行
わ
な

い
。
ま
た
原
水
・
浄
水
中
の

農
薬
類
の
実
態
調
査
に
努

め
、
対
象
農
薬
リ
ス
ト
掲
載

農
薬
類
の
新
評
価
値
の
設
定

な
ど
を
行
う
。

国
土
交
通
省
は
若
年
者
な

ど
に
よ
る
施
工
管
理
技
術
検

定
の
受
験
機
会
を
増
や
す
た

め
、
来
年
度
か
ら
二
級
学
科

試
験
の
年
二
回
化
を
管
工
事

な
ど
全
六
種
目
に
拡
大
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
年
内
に
官

報
で
詳
細
を
告
示
す
る
。

同
省
は
今
年
度
か
ら
土
木

と
建
築
の
二
種
目
で
二
級
学

科
試
験
の
年
二
回
化
を
先
行

的
に
実
施
し
て
い
る
。
技
術

検
定
に
よ
る
資
格
取
得
は
建

設
業
の
人
材
確
保
に
有
効
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
省
の

「
適
正
な
施
工
確
保
の
た
め

の
技
術
者
制
度
検
討
会
」（
座

長
・
小
澤
一
雅
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
社
会
基

盤
学
専
攻
教
授
）
は
六
月
に

他
の
種
目
で
も
早
期
に
実
施

す
る
よ
う
提
言
し
て
い
た
。

新
た
に
二
級
学
科
試
験
が

年
二
回
に
な
る
の
は
管
工

事
、
電
気
工
事
、
造
園
、
建

設
機
械
の
四
種
目
。
平
成
三

十
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

よ
る
と
、
管
工
事
の
一
回
目

（
学
科
）の
申
込
受
付
は
三
月

頃
、
試
験
日
は
六
月
、
合
格

発
表
は
七
月
、
二
回
目
（
学

科
・
実
地
）
の
申
込
受
付
は

七
月
頃
、試
験
日
は
十
一
月
、

合
格
発
表
は
翌
年
の
一
月

（
学
科
の
み
）
と
二
月
（
学

科
・
実
地
）
と
な
っ
て
い
る
。

関係３省の有識者検討会が初会合

長田室長

改正方針をめぐって意見交換

東管理官
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